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移植後14・28日目に,脛骨 を採取 し実験に供 した。
軟エックス線写真撮影後に,組 織切片を作製 し,








核の変形 と細胞 の崩壊 が認め られ た。骨移植後





生骨 に認め られた。SclerostinとLef-1の発現 は,
弱かった。
【考　察】煮沸群の移植骨周囲でTRAP陽性細胞
に よ る骨 改 造 が活 発 に行 わ れ,新 生 骨 で は
Sclerostinがあ ま り 強 く発 現 しな い こ と,




生骨と置換され る治癒形態 を示 したと考えられた。
一方の未処理群では,周 囲骨 との癒合が促進 され,
生体が生 きた骨片 を皮質骨 として利用する治癒機






　 この論文 に対す る本審査委員会 は,平 成23年










され た。平成23年2月2日(水)に,再 提出 され
た論文を審査 した結果,学 位授与に値する論文で
あると認定 された。
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